
２
０
１
９
年
６
月
に
Ｇ
２０
が
大
阪
で
開
催
さ
れ
、

１０
月
に
は
横
浜
で
ア
ジ
ア
・
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
・
ウ

ィ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
た
。
２
０
１
９
年
度
か
ら
「
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
を
テ
ー
マ
に
世
界
が
大
き
く
動
き

出
す
。

必
然
だ
っ
た
各
国
の

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
政
策
の
推
進

わ
が
国
で
は
「
統
合
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
２
０

１
９
」に
お
い
て「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
を
通
じ
た

Society
5.0

の
実
現
」
が
戦
略
の
コ
ア
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
た
。
人
間
中
心
の
未
来
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン

と
い
うSociety

5.0

の
定
義
か
ら
考
え
る
と
、
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
は
「
市
民
Ｑ
Ｏ
Ｌ（Q

uality
of
L
ife：

生
活
の
質
）の
最
大
化
を
図
る
た
め
に
技
術
を
活
用

し
た
課
題
解
決
／
未
来
志
向
型
の
ま
ち
づ
く
り
」
と

定
義
で
き
よ
う
。そ
こ
に
至
る
過
程
と
し
て
、幅
広
い

領
域
で
デ
ー
タ
が
整
備
さ
れ
、
利
活
用
が
可
能
と
な

り
、Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ（E

vidence
B
ased

P
olicy

M
aking

）

の
大
き
な
助
け
と
な
っ
て
い
る
こ
れ
ま
で
の
歴
史
的

背
景
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
自
体
は
古
く
か
ら

あ
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
や
「
交

通
」
と
い
っ
た
「
機
能
」
に
着
目
し
た
分
野
最
適
化

の
議
論
が
主
だ
っ
た
。「
デ
ー
タ
」
のC

ontext

が

入
っ
て
き
た
の
は
直
近
１０
年
の
話
で
あ
る
。

ま
ず
、
１
９
９
５
年
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
商
業

化
し
て
以
降
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）、
特
に
伝

送
速
度
の
飛
躍
的
な
上
昇
と
と
も
に
、Social
化
、

M
obile

化
、
自
律
化
が
進
み
、
第
４
次
産
業
革
命

と
い
わ
れ
る
ま
で
に
産
業
構
造
が
変
革
し
て
い
る
。

１
９
７
０
〜
１
９
８
０
年
に
は
、
各
国
で
個
人
情

報
保
護
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
る
法
制
化
が
進
み
、

１
９
９
５
年
以
降
、
デ
ー
タ
政
策
に
大
き
な
動
き
が

生
ま
れ
る
。２
０
０
０
年
に
入
る
と「
越
境
デ
ー
タ
問

題
」
に
つ
い
て
世
界
各
国
が
制
度
枠
組
み
の
検
討
を

開
始
し
、
こ
れ
に
並
行
し
て
現
在
も
自
国
の
デ
ー
タ

ポ
リ
シ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
随
時
、法
改
正
を
行
い

な
が
ら
継
続
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
２
０
１
０
年

に
は
、
各
国
で
「
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
」
が
推
進
さ
れ
、

「C
ode
for

」
な
ど
の
組
織
が
立
ち
上
が
り
、
行
動

す
る
市
民
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
よ
る
「C

IV
IC
T
E
C
H

」

が
勃
興
す
る
。
そ
し
て
、
デ
ー
タ
の
民
主
化
の
兆
し

が
表
れ
た
２
０
１
５
年
前
後
に
、
廉
価
な
Ｉ
ｏ
Ｔ
セ

ン
サ
ー
の
登
場
に
よ
る
街
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
デ
ー

東

博
暢

あ
ず
ま

ひ
ろ
の
ぶ

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
潮
流

―
―

第
４
次
産
業
革
命
期
の
ま
ち
づ
く
り

日
本
総
合
研
究
所
プ
リ
ン
シ
パ
ル
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タ
集
積
と
、
先
述
のM

obile

化
の
進
展
に
よ
る
市

民
の
活
動
デ
ー
タ
の
集
積
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
の
政
策
が
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
政
策
」
に

合
流
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
の

F
I-P
P
P

（
次
世
代
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
官
民
連
携
プ
ロ

グ
ラ
ム
）で
開
発
／
実
証
さ
れ
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
「
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｅ
」（
今
で
は
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
と
し
て
有
名
で
あ
る

が
）が
登
場
し
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
、
各
国
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

政
策
が
新
た
な
段
階
に
入
る
過
渡
期
の
今
日
に
お
い

て
、
Ｇ
２０
に
お
け
る
日
本
政
府
の
提
案
に
端
を
発
す

るG
lobal

Sm
art
C
ities

A
lliance

が
、
日
本
政

府（
Ｇ
２０
）、
経
団
連（
Ｂ
２０
）、
東
京
都（
Ｕ
２０
）
そ

し
て
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

各
位
の
努
力
に
よ
り
、
今
年
１０
月
に
日
本
で
発
足
し

た
こ
と
は
感
慨
深
く
、
日
本
が
世
界
の
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
政
策
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
っ
た
意
義
は
大

き
い
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の

「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
に
は
、
社
会
課
題
を
解
決

し
、
市
民
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
を
図
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
街
の
サ
ー
ビ
ス
・
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
す

る
必
要
が
あ
る
。
社
会
全
体
を
人
間
中
心
に
再
設

図表 データポリシーとスマートシティ政策推進の歴史

インターネット
商業化

Social化 Mobile化 自律化
AI実装

Society5.0
Human-centered
Future society

大
阪
・
関
西
万
博
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」

2025

�
D

FF
T
：

D
at

a
Fr

ee
Fl

ow
w

ith
T

ru
st

G
lo

ba
lS

m
ar

t
C

iti
es

A
lli

an
ce

on
T

ec
hn

ol
og

y
G

ov
er

na
nc

e

2020

【5G】≧10Gbps

G
20
：

O
sa

ka
Le

ad
er

s
D

ec
la

ra
tio

n

A
SE

A
N

Sm
ar

t
C

iti
es

N
et

w
or

k
H

ig
h

Le
ve

lM
ee

tin
g

カリフォルニア州消費者
プライバシー法（CCPA）成立（18）

EUデータ保護指令（15）
一般データ保護規則GDPR（18）

官民データ活用推進基本法施行（16）
改正個人情報保護法施行（17）

GDPR十分性認定適応（18）
情報銀行 認定開始（19）

ASEAN Smart Cities Network（18）

Aadhaar Project 開始（09）… 総人口90％の約12億人カバー（18）

ASEAN連結性マスタープラン2025（16）

Smart City Initiative（15）

EU Open Data Portal（12）Horizon 2020（14-20）

Digital Single Market
（DSM）発表（15）

Personal Data Protection Act 2012（PDPA）

India Stack開始（16）

Smart Nation Vison（14）

US-EU：
プライバシーシールド（16）

消費者プライバシー
権利章典／FTC3要件（12）

【4G】1Gbps

CBPR承認（11）

2015

Smart America Challenge（13）

FI-PPP
（11-16）

Smart cities and
communities initiative（11）

“MAKERS”（12）

CPS推進

IoT普及

【3.9G】100Mbps

Code for America（09）

欧州2020
発表（10）

2010

“Being Digital”（05）
“The Singularity Is Near”（05）

“CODE ver2.0”（06）

APECプライバシーフレームワーク（04）

Open Government
Initiative（09）

Pマーク制度（98）
個人情報保護法施行（05）

e‐プライバシー指令
（02、09改正）

【3.5G】10Mbps

US-EU：
セーフハーバー枠組み発効（00）

2005

【3G】1Mbps

個人データ保護指令（95）

“Being Digital”（95）

1995

【2G】10kbps

第4次産業革命

1990

OECD
プライバシー
ガイドライン（80）

“The Third Wave”（80）

1980

世界的な
個人情報保護法
法制化の波（70）

1970

都市のデジタルトランスフォーメーション
―スマートシティの現状と展望

2019・1227

特集



計
・
最
適
化
す
る
に
は
、
分
野
間
デ
ー
タ
連
携
や
デ

ー
タ
の
利
活
用
が
よ
り
一
層
重
要
と
な
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
が
不
可
欠

で
あ
る
。

例
え
ば
都
市
計
画
で
は
、
個
人
単
位
の
行
動
デ
ー

タ
を
基
に
人
々
の
動
き
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、

施
策
実
施
の
効
果
を
予
測
し
た
う
え
で
、
施
設
配
置
、

空
間
形
成
お
よ
び
交
通
施
策
な
ど
を
検
討
す
る
計
画

手
法
で
あ
る
「
ス
マ
ー
ト
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
が
広

が
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
は
従
来
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ

ー
ル
型
の
都
市
開
発
手
法
に
ア
ジ
ャ
イ
ル
要
素
が
加

わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
新
興
国

の
都
市
開
発
で
は
、
小
型
衛
星
か
ら
地
表
デ
ー
タ
を

定
点
観
察
し
、
都
市
の
成
長
を
予
測
し
な
が
ら
都
市

開
発
を
し
、
経
済
成
長
を
図
る
宇
宙
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
が
現
れ
、
既
存
企
業
や
政
府
と
の
連
携
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
る
利
便
性
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

は
機
動
性
の
高
い
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
得
意
技
で
あ

り
、
欧
米
で
は
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｅ
を
は
じ
め
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
や
Ａ
Ｐ
Ｉ（A

pplication
P
rogram

-

m
ing
Interface

）を
活
用
し
ま
ち
づ
く
り
領
域
で

活
躍
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
で
は
、A

adhaar

（
国
民

識
別
番
号
制
度
）の
国
民
Ｉ
Ｄ
化
に
加
え
、
オ
ー
プ

ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
集
積
し
市
民
生
活
で
便
利
な
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
開
発
す
るIndia

Stack

が
開
始
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
投
資
家
が
世
界
中

か
ら
集
積
し
活
躍
し
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を

推
進
す
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
不
動
産
事
業
者
、
ゼ

ネ
コ
ン
や
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
、SIer

（
シ
ス
テ
ム
イ
ン

テ
グ
レ
ー
タ
ー
）以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
が
関
与
す
る
た
め
、
都
市
自
体
が
イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
タ
ー
と
し
て
機
能
し
、
時
代
と
と
も
に
進
化

を
遂
げ
る
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム

の
形
成
が
必
要
で
あ
る
。

バ
イ
・
デ
ザ
イ
ン
の
発
想
を

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
は
、
市
民
が
主
体
的
に

か
か
わ
っ
て
初
め
て
実
現
す
る
。
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

に
は
デ
ー
タ
利
活
用
も
重
要
な
要
素
と
記
し
た
が
、

市
民
デ
ー
タ
も
利
活
用
の
対
象
で
あ
る
。
市
民
か
ら

デ
ー
タ
を
提
供
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
何
よ
り
も

市
民
へ
の
メ
リ
ッ
ト
が
明
確
で
あ
り
デ
ー
タ
管
理
主

体
が
信
頼
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
や
シ
カ
ゴ
は
古
く
か
ら
都
市
に

リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
機
能
を
有
し
、
当
該
ラ
ボ
を
通
じ
た

市
民
と
の
共
創
に
よ
り
、
新
た
な
技
術
を
社
会
実
装

す
る
ス
マ
ー
ト
シ
チ
ズ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
し

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
こ
の
よ
う

に
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
加
え
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
も
重
要
と
な
る
。
そ
の
際
に
重
要
な
思
想
が

「
バ
イ
・
デ
ザ
イ
ン
」
で
あ
る
。

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
バ
イ
・
デ
ザ
イ
ン
」「
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
・
バ
イ
・
デ
ザ
イ
ン
」
の
概
念
は
、「
問
題

が
起
こ
っ
た
段
階
」
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
や
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
の
施
策
を
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
事
前
段
階
の
「
企
画
・
設
計
段
階
」
か
ら
組
み

込
む
古
く
か
ら
あ
る
思
想
で
あ
る
。

Ｇ
２０
で
は
、W

orldw
ide
D
ata
G
overnance

が
議
論
さ
れ
、
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｔ（D

ata
F
ree
F
low
w
ith

T
rust

）や
デ
ー
タ
ロ
ー
カ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
議

論
さ
れ
た
。
信
頼
を
得
る
に
は
、「
透
明
性
の
担
保
」

や
「
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
が
基
本
で
あ
り
、
こ

れ
は
バ
イ
・
デ
ザ
イ
ン
に
通
じ
る
思
想
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
さ
ら
に
は
大
規
模
災

害
へ
の
対
処
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
拡
大
、

Ｘ
ａ
ａ
Ｓ（X

as
a
service

）の
展
開
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
「
創
造
力
」
を
働
か
せ
て
未
来
を
「
構
想
」
し
、

「
計
画
」
し
「
実
装
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

わ
が
国
の
産
業
界
に
は
、
や
や
も
す
れ
ば
忘
れ
が

ち
に
な
る「
市
民
を
主
語
に
」と
い
う
原
点
に
常
に
立

ち
返
っ
て
「
バ
イ
・
デ
ザ
イ
ン
」
の
発
想
で
、
世
界

の
社
会
課
題
を
解
決
し
、
希
望
に
満
ち
た
未
来
社
会

を
デ
ザ
イ
ン
し
、
世
界
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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